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平成 21年度 振動学試験問題

1.図 1の振動系について,以下の設F.3に 答えなさい。

ここで,″  :質量, θ:粘性減衰係数,た :ばね定数,

I:質量″め変位である。                  θ

外力が作用しない場合の

1)θ二0の とき,固有角振動数Fal・ を求めなさい。

2)c≠ 0の とき,運動方程式を求めなさい。

3)初期条件χ(0)〒 XO,1(0〒 もヽのとき,臨舜減衰係幣
cr 

図 1

を用いて振動現象を説明 しなさい。

4)″ ■5kg,た =1200N/m,θ =80Ns/mの とき,こ の振動系の

臨界減衰係数,減衰比,減衰固有角振動数を求めなさい。

この振動系の質量″に周期的外力.ズのプャ
“
raFが 作用するとき,

減衰のあるば

ね一質量系
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図 2 月期関数 ./・ (θ )

3.図 3の系について以下の設間に答えなさい。ただし,凹形の台車と地面に摩擦はな

く,円板は滑らずに転がるものとする。円板の慣性は」=″つ とする。   、メ
1)粘 性減衰係数 θ=0の とき,運

動方程式をラグランジュの方

程式を用いて求めなさい。

2)粘 性減衰係数 θ≠0の とき,運

動方程式を求めよ。

5)強制振動を求めなさい。

2.図 2に示す周期関数/(θ )を フーリエ

級数に展開しなさい。

I Aθ)=券θ  l
(2(η -1)π ≦θく2rPπ , ″■1,2,3… 。

)

図4の系の固有値とFAJ有ベクトル

を求めなさい。
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図 3 田形の台車と円柱の振動系
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図4 2自 由度ばね質量系


